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                 ゐ              ツ＝Σ灼＝（Σ吻COSθ5，Σ吻Sinθ5）
                5三1
とする．ツは2次元のベクトルであるから，2次元の量を表現できる．そこでツの座標系について考え
る．ここで吻に対して
                     Σ吻＝1
という条件をつけておく．
               0＝Σ］mゴCOSθj，   5＝Σ］m5Sinθゴ
とすると
                   ツ＝Σκ5＝（0，∫）
である．ツの大きさと方向をそれぞれR，φとし，
                 ツ＝（RCOSφ，RSinφ）
平成元年度研究報告会要旨 125
27     22
恨







             φ＝arctan（∫／c）     （O≦φ≦π）
             児＝／再＝Σm。。。。（θ。一φ）
とたる．φは角度θゴの重みつき平均方向であり，
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                   ∫1！九！…∫珪！
にしたがう確率変数であると見傲すと，（月，石，．．．，九）の漸近分布は正規分布になる．
 したがって（o，∫）の漸近分布は以下の平均ベクトルと分散共分散行列を持つ正規分布になる．













   1！（θ）＝一    （0くθ＜π）
   π
という仮説を検定する場合を考えよう このときは
                μ＝（O，μ。）
                十J












                  ツ（広）＝（o（オ），8（オ））
とおきツ（c）の軌跡を描けば母集団分布を表わす滑らかだ曲線が得られる．したがって，母集団を表わ
す曲線と連結ベクトルを比較することによって分布の選択ができる．
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